南大阪国際語学学校

令和8年3月31日
自己点検・自己評価項目
実施時期：年１回　学年度末に実施する
実施体制：学校内に学校評価委員会を設置する
　　　　　学校評価委員会は、設置代表者・経営担当等の全役員、全専任教員及び事務員とで構成する。
　　　　　
実施方法：　一、学校評価委員会が、以下の評価基準に沿って点検及び評価を行う
①教育理念・目標　　　②学校運営　　　③教育活動　　　④学修成果
⑤生徒支援　　　　　　⑥教育環境　　　⑦入学者の募集　⑧財務
⑨法令遵守　　　　　　⑩地域貢献・社会貢献
二、学生アンケートによる自己点検・評価の実施
　　　　　　三、作成した自己点検及び評価は、学校のホームページ上に掲載し、閲覧できるようにする
評　　価：　５：達成　４：ほぼ達成している　３：どちらともいえない　２：取り組み検討中　１：改善が必要
【１】教育の理念・目標
	番号
	評　価　項　目
	評価

	1-1
	学校の理念、目的・目標が明確となっているか
	5

	1-2
	学校の育成する人材像が明確となっているか
	5

	1-3
	学校の理念、目的・目標が社会のニーズに合致しているか
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
理念、目的、目標は定期的に教職員で全体の共通認識の確認をするとともに、時代のニーズや業界のニーズなどに常にアンテナを張り、必要に応じて見直しをするようにしている。また、育成する人物像については、明確化されているが、理念や教育方針ほど日頃から周知できていないので、改善が必要である。
【２】学校運営
	番号
	評　価　項　目
	評価

	2-1
	学校の運営体制が日本語教育機関の告示基準を満たしているか
	5

	2-2
	学校の理念や目的に沿った運営方針や事業計画が策定されているか
	5

	2-3
	学校の組織運営や人事、財務管理に関する規定や意志決定システム、コンプライアンス体制が整備されているか
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
最新の告示基準に照らし合わせ、基準を満たしているか確認している。運営方針や事業計画に関しては、経営陣と管理職で策定し、全体会議にて意見聴取の上、決定し共有できている。具体的な校務分掌を策定し、教職員全員に共有できているが、コンプライアンス体制については、今後外部講師などを呼び、教職員全体で共通理解を持つ必要がある。
【３】教育活動
	番号
	評　価　項　目
	評価

	3-1
	教育理念等に沿った教育課程が体系的に編成されているか
	5

	3-2
	成績評価や進級、修了の判定基準は明確となっているか
	4

	3-3
	教育課程や成績評価、進級、修了の判定基準は適切に運用されているか
	4

	3-4
	教員の指導力向上のための取り組みは行われているか
	5

	3-5
	教育課程の改善のための取り組みが行われているか
	4


<現状・具体的な取り組み/課題
理念に沿って教育課程を編成し、認定申請のため認定基準に合致した評価を段階的に導入していることから、一部教員の中で混乱が見られてしまった。移行期に当たるため、昨年に引き続き、例年以上に勉強会や研修などを行い、共通認識を持てるよう取り組むこととする。
【４】学修成果
	番号
	評　価　項　目
	評価

	4-1
	生徒の日本語能力の向上が図られているか
	4

	4-2
	生徒の日本語能力について適切に把握されているか
	4

	4-3
	生徒の進路を適切に把握しているか
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
日本語能力の向上については、体系的な支援の仕組みをつくり実践しているところである。学生の日
本語能力の把握に関しては評価方法を変えたことにより適切に評価ができているかどうか不安があり、
教員同士のさらなる対話が必要である。

【５】生徒支援
	番号
	評　価　項　目
	評価

	5-1
	生徒に対する学習相談の支援体制が整備されているか
	4

	5-2
	生徒に対する進路の支援体制が整備されているか
	5

	5-3
	生徒の健康管理について支援体制が整備されているか
	5

	5-4
	生徒の日本での生活指導の支援体制が整備されているか
	5

	5-5
	防災や緊急時における体制が整備されているか
	4


<現状・具体的な取り組み/課題>
学習相談に関しては、支援体制はあるが、学生全員にその活用について周知できていない可能性があり、今後は入学時オリエンテーションだけでなく、定期的に伝えていく。防災に関しても、定期的に学生及び教職員全員に体制について説明していくことが必要である。
【６】教育環境
	番号
	評　価　項　目
	評価

	6-1
	学校の施設・設備が十分かつ安全に整備されているか
	5

	6-2
	使用する教材は適切か
	5

	6-3
	学習効率を図るための環境整備がなされているか
	4


<現状・具体的な取り組み/課題>
学習効率を図るための環境整備については、最低限の整備はできているが、学生向けの図書の充実や、学生が自由に使用できるICT機器の整備など、より効果的な環境整備に努めたい。
【７】入学者の募集
	番号
	評　価　項　目
	評価

	7-1
	入学者の募集は適切に行われているか
	3

	7-2
	入学者募集の際に学校の情報は正確に伝えられているか
	5

	7-3
	授業料等は適切か
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
募集に関しては本校の理念や特色などを伝え、理解してもらったうえで入学希望する者に選考試験を実施しているが、昨今AIの影響で、適切に日本語力の確認などを行うことが困難になりつつあり、今後改善策を考える必要がある。
【８】財務
	番号
	評　価　項　目
	評価

	8-1
	中長期的な財務基盤は安定しているか
	5

	8-2
	予算・収支計画は有効かつ妥当なものか
	5

	8-3
	財務について会計監査は適切に行われているか
	5

	8-4
	財務情報の公開の体制はできているか
	3


<現状・具体的な取り組み/課題>
中長期にわたり問題なく事業経営できる基盤があるが、財務情報を公開することは検討中である。
【９】法令遵守
	番号
	評　価　項　目
	評価

	9-1
	出入国管理及び難民認定法及び各種関係法令等の遵守が行われているか
	5

	9-2
	出入国管理及び難民認定法及び各種関係法令等に基づいて適切に運営できているか
	5

	9-3
	個人情報の保護について適切に取り組みがなされているか
	5

	9-4
	自己点検の実施と改善及びその公開を適切に行っているか
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
現状では学校としては問題なく取り組んでいるが、特に個人情報保護については今度外部講師などを呼び、より適切に取り扱うよう、教職員一人一人の意識向上に取り組みたい。
【１０】地域貢献・社会貢献
	番号
	評　価　項　目
	評価

	10-1
	日本語教育機関の資源や施設を利用して社会貢献・地域貢献を行っているか
	5

	10-2
	生徒のボランティア活動への支援、公開講座等の実施などを行っているか
	5


<現状・具体的な取り組み/課題>
毎年地域交流の活動の場も増えており、また継続して交流できている場も多くある。学生のボランティアの依頼も受けることが増え、学生たちの参加も支援している。
